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沿線住民に寄り添う生活価値を。
いま鉄道会社が健康を考える理由

座 談 会

ここまで、心身の健康を意識したまちづくりをはじめ、
日々の生活の中で、幅広い世代が健康に暮らすための取り組みについてお話を伺ってきました。
沿線活性化とともに、沿線におけるまちづくりを進める鉄道会社は、
これからの時代、健康というテーマとどのように向き合っていけばよいのでしょうか。
取材から得たヒントをもとに、その方向性について座談会を行いました。

健康的な習慣をつくる手助けを
都市が引き受けていく

町野：今回の特集では、選ばれる沿線に
なるために、鉄道会社は生活者の健康と
どう関わっていくべきかを探るべく取材を
行いました。特に印象的だったのは、早稲
田大学の後藤春彦先生が指摘されてい
た未病への対応と主観的健康感への着
目です。
　検査による客観的な数値に基づき病気
を診断する病院は、通常、調子が悪くなっ
てから行く場所です。病気になる前の、沿
線住民の主観的健康感に着目してみるこ
とは、鉄道会社にとっても重要なポイント
になると考えます。
吉江：この100年の間にたくさんの医療
技術が開発され、いろいろな病気が解明
されました。それ自体は素晴らしいことで
す。けれどもこれからの時代は医者では
なく、私たち自身が生活習慣を見直すこ
とで健康を保つ必要があるのかもしれま
せん。まだ健康だと思っている人たちが、
将来の病気に備えてどんな生活習慣をつ
くっていけるのか。その手助けをする役割

ワードとして「楽しさ」が浮かんできまし
た。えんがおは、参加する人だけでなく、ス
タッフが楽しんで活動できることを大事に
していました。亀山温泉リトリートでも、楽
しい体験を通して自然とのつながりを感じ
てもらうことがポイントになっていました。
　以前、健康に関する施設を企画する人
が、「健康のための取り組みは面倒なこと
なので、頭ごなしに健康になろうと言うの
ではなく、楽しさを入り口にする必要があ
る」と話すのを聞いたことがあります。沿線
で健康を促進する場合にも、楽しさが大
事なのではないかと思いました。
村井：楽しいことをやっていたら、自然と
健康に良いことだった。あるいは、自分に
とって興味のあるコンテクストの中で、さり
げなく健康に関する情報に触れられる。そ
ういう形が良いですね。健康についての
情報をインターネットで一生懸命調べて、
必死になって数値を上げるとか下げると
いうことではなく、自然な形で健康的なラ
イフスタイルを素敵だと感じ、そちらに導
かれていく。病院に行くのではなく、まちを
楽しみながらウオーキングすることで健康
になっていく。普段の街での暮らしの中
で、気がついたら健康的なライフスタイル
へとシフトしていたということが、望ましい
方向ではないでしょうか。
加藤：確かに、無意識に取り組んでしまう
ような、仕組みや仕掛けをつくっていく必
要がありますね。医療分野でも、広告的な
アプローチで人の行動を望ましい方向に
変容させる「広告医学」という考え方も生
まれています。そういうやり方も含めて、健
康にアプローチする工夫を考えるといい

を、都市が引き受けていく。医療従事者に
よって制度化・専門化されていったもの
を、まちや共助の仕組みが引き受けていく
段階に来ているという気がします。
近藤：一般社団法人えんがおの、徒歩2
分圏内に居場所をつくる取り組みは、生
活圏を基準に考えているということですよ
ね。私が買い物や病院などで普段利用し
ている生活圏は、行政の区割りでは居住
地域の隣の市になります。けれど、医療は
行政とのつながりが強いため、多くの行政
サービスを使うことができないのです。そ
ういう場合に、沿線という捉え方ができれ
ば、行政ではサポートできない部分にも
手が届く可能性があるのではないかと感
じました。
加藤：沿線や駅などの生活環境と健康
は、間接的なものも含め影響し合っている
と考えられます。そういう点で、今回の特
集で取り上げた事例やインタビューは非
常に興味深いです。
吉江：「立場や人間関係から解き放たれ
て“ヒト”になる」として、亀山温泉リトリート
を行う豊島大輝さんのお話を面白いと感
じました。哲学者のハンナ・アーレントは、

のかもしれません。
吉江：面倒くさくてやらないということに
対する解決策としては、必要性を訴えるの
ではなくモチベーションをどうつくるかだ
という気がします。企業が戦略を立てるの
とは違って、個人が動く理由には思った
以上に合理性がありません。単純な損得
では動かないと思います。ボディーメーク
のトレーニングなどは、憧れのモデルを目
指すことがモチベーションになっていたり
しますよね。また、何かのきっかけでモチ
ベーションを上げても、日が経つにつれて
どんどん下がっていくこともあります。です
から、毎日やること、週に1回やること、年
間でやることをうまく組み合わせて、イベ
ント的なものから日常的なものまで、複合
的、重層的にプログラムを組んでいくと効
果的かもしれません。

マクロにスコープを広げ
ミクロに住民のことを考える

町野：鉄道会社も、運輸や駅での商業か
ら沿線居住者の健康というところまで、ビ
ジネスのスコープをもう少し広げて考えて
みることができるのではないかと思いま
す。当然のことながら、健康は移動や購
買行動のベースです。他方、人を50代女
性等の属性として考えるのではなく、健康
状態を含む個別の事情をもった一人一
人として捉えていくマインドセットが必要
だと思います。つまり、マクロでスコープを
広げる一方、ミクロで沿線の個々人を考
えるという２つの視点を持つことが大切
だと思います。

「何」ではなく「誰」として人間を出会わ
せるということが、公共空間の役割なので
はないかと言っています。もちろん、社会
的な地位や属性で扱われることによって
承認欲求を満たしたいという人もいると
思います。一方で豊島さんが提供するリト
リートは、一人の人間、すなわち「誰」とし
て扱われることによって、医療ではケアで
きない心身の癒やしにつながるのではな
いか、という考えが根本にありますよね。
　かつての湯治も、温泉の効能だけでは
なく、滞在中に同じような境遇の湯治客
同士が話すといったコミュニケーション
が、健康に良い影響を与えたのかもしれ
ません。リトリートは現代の湯治とも捉え
られるのではないか、と思いました。
松本：「誰」として出会うためには、場の
規模も重要だと思います。沿線の中で、
人が「誰」として出会える適切な規模感
で環境づくりを行う工夫が必要ですね。

楽しさを、健康づくりの
モチベーションにする

松本 ： 今回の事例では、共通するキー

近藤：沿線に住んでいる人々が健康で
幸せな生活を送っていくためにはどうした
らいいかというところまで、鉄道会社が広
い視点で考えていくことは、今後重要に
なってくると思います。ただし、そこに住む
人々は世代や健康状態などがそれぞれ異
なりますから、個人に対してどうアプロー
チするかは、難しい課題です。例えば、最
近はウオーキングアプリなども数多くあり
ますが 、個々の健 康 状 態に合わせたウ
オーキングを提示するところまではできて
いません。それぞれに対して適切な健康
維持の方法を提案できるような仕掛けも、
必要になってくるのではないでしょうか。
吉江：健康法はさまざまありますが、どん
な方法にしても続けなければ効果は期待
できません。結局、自分が続けられる健康
習慣は何かを見つけられることが、個人
に即することだと思います。個人の好みと
生活習慣に合っていて、なおかつ続けら
れる健康習慣は何か。その健康習慣を実
現できる街はどこか。それらをきちんとひも
づけて紹介する仕組みがあるといいので
はないかと思います。
松本：えんがおの濱野将行さんも、亀山
温泉リトリートの豊島さんも、自分1人だけ
で地域や社会を大きく変化させることは
難しいと言っています。濱野さんは「じっく
り時間をかけて少しずつ地域を良い方向
に変えていく」のは「発酵みたいなもの」と
言いますし、豊島さんもプログラムを仕組
み化することで社会に広めていく必要が
あると考えていました。健康は、一朝一夕
で成せるものではありません。沿線にできる
ことは、一時的に健康になれるものを提供
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するのではなく、みんなの健康を咲かせる
ための土壌づくりのようなことではないか
と思います。

沿線でコミュニティの力を生かし
それぞれの健康に働きかける

近藤 ： 個人に対するアプローチと同時
に、地域やコミュニティでの健康への取り
組みも大事ですね。やはり両面からの動
きが必要だと思います。
吉江：スリランカでは、村の中に引きこも
りになってしまった人がいると、悪魔がつ
いていると言ってシャーマンが出てくる。そ
して、村人たちが祭りを開いて、毎日家の
前で踊ったりお酒を飲んだりする。引きこ
もりの人が出てくると、みんなで迎えて一
緒になって楽しむんです。これは、コミュニ
ティの力によって社会復帰させるというこ
とをやっているわけです。1対1の処方で
はなく、コミュニティによる癒やしです。さら
に面白いのは、原因を個人に還元しない
点です。現代社会では、問題が起こると、
その人が何かを怠ってきたからとか、精神
が弱いからなどと、個人の責任を追及し
てしまいがちです。でも、スリランカの例で
は「悪魔のせい」ですから、その人には責
任がないのです。
松本：えんがおはまさにそれをやってい
る好例です。自分でどうにかするのではな
く、コミュニティで解決しています。ちょっ
と視点は変わりますが、今はさまざまな選
択肢が提供される時代です。選択肢が増
えすぎて、逆に選ぶことが苦しみになった
り自己責任になってしまったりしているとも

できない今この時の営みそのものの豊か
さです。前号では生活価値が大事だと話
しましたが、その多くが、健康に関わってく
るとも言えると思います。
村井：沿線に健康な人が増えると、移動
も増え、消費も増えます。健康は、鉄道会
社の利益につながる切り口でもあるので
はないでしょうか。沿線やまちの活性化の
ためには、居住人口や関係人口を増やし
たり、流出を防いだりなど、さまざまな方
法があると思います。しかし、人を増やす
以外に、沿線に暮らす人々の健康意識を
高めることでも、まち自体が健康であり続
け、鉄道会社の経営も健全になっていく
と感じます。
加藤：これからの時代の鉄道会社の役
割とは何かを定義し、事業領域を再検討
しなければならないタイミングだと思いま
す。鉄道会社が沿線住民の健康を考える
ことは、これからの大事なテーマになる。
一見遠回りのようですが、あえてそこに目を

いわれます。だからこそ、沿線でコミュニ
ティの力を生かしていく取り組みを考える
必要がありますね。
村井：今は、年齢や年代の概念が薄れ
ている時代だと言われます。インターネッ
トにアクセスすれば、古いものから新しい
ものまでコンテンツがそろっていて、年代
が違っても、同じコンテンツを見ているこ
とが珍しくなくなってきています。そうなる
と、同じコンテンツを好んでつながる他世
代の方が、全く違うものが好きな同世代よ
りも分かり合える、ということが起こり得ま
す。沿線でも、例えば中央線が好きなシニ
アや若者、子どもたちがうまくつながって
いけば、年代を超えてお互いの健康を促
す交流ができるのではないかと思います。
松本：後藤先生が、駅周辺に景観として
人の姿を眺められる場があるといい、とい
うお話をされていました。例えば、40代の
人が高齢者を目にするなど、他者を見るこ
とで想像力が働いて、健康への啓発につ
ながる可能性があるのではないかと思い
ました。人口規模の大きい鉄道沿線、都
市ではコミュニティをつくりづらいので、そ
のような物理的工夫が効果的なのではな
いでしょうか。一方、小規模な場合は奈良
県今井町の「まちなじみガイドブック」のよ
うなものがいいのかもしれません。規模に
合わせたさまざまな方策を用意しておくこ
とが、必要だと思います。
吉江：後藤先生からは、積極的な環境
認知が主観的健康感を高めうるというお
話もありました。その方法として、都市から
情報や学びを得ながら歩くことが、普通の
ウオーキングよりも効果的な可能性がある

向ける。そういう大きなスタンスの変化が、
これからの「選ばれる沿線」を決めていく
ように思います。
　「沿線と健康」のようなテーマは、これまで

ということでした。確かに、最初は面白い
発見をしながら歩けるのですが、見慣れ
てきて発見がなくなってくると、街側がどん
どん新しい発見を提供していかないとい
けなくなる。しかし、普通の街にはそこまで
の体力がありませんから、発見と慣れのバ
ランスが難しい。その解決策として考えら
れるのは、自分が動くことだと思います。沿
線内をちょっとずつ移動しながら住むとい
うことも、提案としてあってもいいのでは
ないでしょうか。

鉄道会社の役割や
在り方を考えるとき

近藤：駅は、単なる交通の接点から、暮
らしのプラットフォームへと変わっていこう
としています。鉄道会社としても、事業領
域の見直しについて考えているところだと
思います。そんな中、地域住民が幸せに暮
らしていくための沿線とは何か、あるいは
暮らしのプラットフォームとしての駅を考え
る際の、１つのキーワードが健康ではない
かと思います。
吉江：生活価値のアウトカムの1つとし
て、健康があります。健康は直接人の役
に立つもの、直接人に降りかかってくる
もので、投資価値とは対極にある。今、
都心で盛んなTOD（Transit Oriented 
Development)※は、投資価値を追求して
推進しているわけですが、沿線開発では
何を目指していけばよいでしょうか。
　前号のVOL.56の特集では、生活利便
や生活情緒といった生活価値の重要性に
着目しました。生活価値とは、他には交換

ならば考えなかったでしょう。しかし、今は
それが必要になってきた。大きなパラダイ
ムシフトが起こっていると言えるのではな
いでしょうか。
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